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1.は じめ に 一 自然と人間の環境をその全体性か ら捉え直す こと一
平成23年6月 に国連食糧農業機構(FAO)による 「世界農業遺産」 として、石川県の能登半島(七尾市を
中心 とした四市四町)と新潟県佐渡市が、国内初の認定を受けた。これは、伝統的な農林漁業や文化的資源
を利用 しつつ生物多様性の持続可能な保全を 目的としたものである。こ うしてあらためて人間生活にとって
身近な自然の 「里山里海」が注 目される契機 となった と言えよう。そのような近況を踏まえ、今年9月(9/8
～14)福井県にて 「SATOYAMA国 際会議2013inふくい」が開催 され、県内外の事例報告 ・シンポジ
ウムとともに、国外の環境団体等 も参加 したことで、福井県の今後の環境保全政策にとって極めて意義深い
成果を齎 した。これを受けて10月には、嶺南の若狭町に 「里山里海湖研究所」が設置 される予定である。
こうした最近年の我が国の 「自然環境」への関心の高ま りと同時に、人間の暮 らしや文化が創 り出 してき
た 「歴史的環境」への眼差 しにも十分な考慮が必要である。なぜなら 「自然 と人間」が、永い共生の時間を
築き上げてきたからこそ、ふるさとの里山里海の風景 とそれに寄 り添 う民家や町並み、生活文化が、一体 と
なって 「全体性」 として現に存在 しているのであり、自然環境 と歴史的環境をそれぞれに別物 として捉 え、




そこで本稿は、かかる全体性への射程から 「歴史的環境」に着 目する。なお既に本誌上にて北陸の建築 ・
風景を幾度か取 り上げ1)、殊に第7号2)で は、福井県の町並み調査か ら歴史的環境の保存を先導 し基礎づ
けられた故 ・渡部貞清(1918～2011福井大学名誉教授)の研究軌跡を概観 し、その全業績一覧を提示 した。
(キー ワー ド:歴 史 的環境,福 井 県,渡 部 貞清,増 田友也,稲 垣 栄三)
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さらに前号3)では、かかる渡部貞清を導いた師 ・増 田友也(1914～1981京都大学名誉教授)の 建築論を取
り上げ、その全容を明 らかにすることで、渡部の研究活動をいっそ う深めることに努めた。以上の拙稿での
主旨はいずれも、福井 ・石川両県を中心とした北陸地域における民家や町並み等の 「歴史的環境」(自然環境
との全体性に拠る)を現地調査 し、それ らの修復保存活用や生活環境全体の保全に向けた基礎的見解を得 る
とともに、「住むとい うこと」や 「風景なるもの」の建築論的思索をさらに展開するために他ならない。
従って本稿は、戦後 日本の国土復興における開発 と保存の対立を超えて環境保存へ と進んだ経緯を振 り返
るところか ら導入 し、それを踏まえて福井県での歴史的環境保存の歩みを渡部貞清の調査を起点にして概観
したい。そして最後に、我が国の歴史的環境保存の理念を強固にされた稲垣栄三(1926～2001東京大学名誉
教授)に 着 目し、その増田友也追悼講演(1993)から 「歴史的環境」をめぐる建築論の課題を遂行 したい。
2.戦 後 日 本 の 「開 発 と 保 存 」 の 対 立 か ら 「歴 史 的 環 境 」 の 保 存 へ
2-1)昭 和30～40年 代 の高 度 経 済 成 長 期 に お ける 「開発 と保 存 」 の 対 立
1945年8月以降の敗 戦国 ・日本 が、アメ リカの 占領 政策 を経て漸 く国土の再建へ着手 し始 めたの は、おお
よそ1952(昭和27)年4月 の 「サ ンフランシスコ講和条約」公布 以後 と考えて よいであろ う。 しか しなが ら
国土再建の経済復興が本格化す るの は、1960(昭和35)年12月 に池 田勇人 内閣による10年 の長期経済計画
「国民所得倍 増計画」 に拠 る ところが大 き く、 これ を背景 に東京大学丹 下研 究室の 「東京 計画1960」4)や
京都 大学西 山研 究室の 「京都 計画1964」な ど5)が発表 され た。 こ うして戦後 日本 の 「高度経済成長 期」 と
呼ばれ る昭和30～40年代 には、 さらに以下の よ うな国家プ ロジェク トが進行 した。
1964(昭和39)年10月 東京 オ リンピック
1970(昭和45)年3～9月 大阪万博EXPO‘70
1972(昭和47)年6月 田中角栄首相の政策綱領 「日本列 島改造論 」な ど
かか る高度経済成長期 に大都市 圏か ら地方都 市を結ぶ鉄 道 ・道路等の交通体系が大幅 に整備 され、全 国一律
的 に近代合理主義 の 「都市化」 が急速 に適用 された ことに よ り、経済性 ・利便性 を優先 した画 一的な景観 や
街路 区画へ と、全 国各地の様相 は大 き く変貌 した。 つま り地域固有の 自然環境や歴史 的町並みが消え去 ると
ともに、公害や災害が多発す る事態 において 「開発 と保存」の対立が 「社会問題」 と成 り始 めた ので ある。
2-2)「 開発 と保存 」の対立 を超 えて:昭 和41年 「古都保存法」成立
こうして昭和30～40年代における全国各地の急速な都市化に伴 う 「開発 と保存」の対立か ら、地域の建築
や町並み、生活文化の危機に向き合 う地元の熱心な保存運動が徐々に芽生え始めた。例えば昭和30年代後半
において、「奈 良」の都 ・平城京や藤原宮、「大阪」の難波宮な どの史跡保存運動が、住民だけでなく多くの
文化人や専門家が参加 して広まった。 さらに 「鎌倉」では鶴 ヶ丘八幡宮の裏山までが宅地開発 され ようとし
て住民の反対運動が起こり、「京都」では双ヶ岡の開発計画や、駅前の新 しい京都 タワー建設に対する文化人
らの猛烈な反対運動が展開するなど、 日本を代表する 「古都」に相応 しくない事態に直面 して開発 と保存の
対立が具体的に表面化 した。 これ ら古都の歴史的環境すらも護れないのであれば、今後の全国各地で起 こる
「環境危機」は どうなるのかという関係者の戸惑いがあった。そのような状況において京都大学建築学教室




かか る鎌倉 ・京都 ・奈良での歴史的環境 を保 存す る住 民運動 や専門家の調 査研 究な どが直接の契機 とな り、
また海 外の フランスのマル ロー法(1962年)等の影響 もあって、1966(昭和41)年 には 「古都 にお ける歴 史
的風土の保存 に関す る特別措置法」、所謂 「古都保存法」が成 立 した。 これ は、都市計画制度(大 正8年)の
「風致地 区」とは別 に、新 たに導入 され た制度 であるが、これ ら3つ の古都 に限定適用 された もので あった。
しか しなが ら我が国の文化財行政が、明治30年 の 「古社寺保存法」 に始 ま り、 昭和4年 の 「国宝保存法」
を経て、戦後の昭和25年 公布の 「文化財保護法 」へ と至 って現在 まで続 き、その基本姿勢 は常 に 「単体(点)」
としての文化財 を対象 としてきたが、 「古都保 存法」に よって初 めて 「集団(面)」 としての 「歴 史的環 境」
へ保 存対象が拡大す る重要 な転換 となった と考 えて よいであ ろ う。そ して 「開発 と保存」 とい う単純 な対立
図式 を超 え、 「保存修景」 などの理念か ら 「全体性」 を護 るあ り方が模索 され るよ うになったので ある。
2-3)歴 史的環境の保存へ:昭 和50年 「重要伝統 的建造物群保存地 区(重 伝建)」成 立







れにより高度経済成長期の画一的な都市計画 と地域性の喪失に反対 した人び とにとって、この制度を利用し、
群としての建築、町並みの歴史的環境を保存 した新たなまちづくりが実践できるようになったわけである。
以上のように昭和30年代の開発 と保存の対立、そして40年代の歴史的環境の保存へ向けた動向を受けて、
日本建築学会の建築雑誌での 「保存 と開発」(1964)や「日本の町並み と集落」(1973)等の特集号が次々 と















3-1)渡 部貞清の福井大学着任 と民家 ・町並み調査(1960～1980年代)
昭和44(1968)年5月に福井大学教授に着任 した渡部貞清は、それまでのバロックの建築空間論的研究に
よって同年度 日本建築学会賞を受賞 し、さらなるヨーロッパ建築論の研鑚 に努めながらも、地元の伝統的な
建造物や住まい、町並み、集落構成、風景な どに関心を持ち、かかる実測調査に向けて精力的に乗 り出した。
特にまとまった調査成果 として、越前 「板取宿」(1975)と若狭 「熊川宿」(1982)が注 目に値する8)。
なお昭和41年の古都保存法の後に文化庁は、昭和43年より全国の 「民家緊急調査」に着手 したが、その
成果の一つ 『福井県の民家』が昭和45年にま とまった。渡部の調査は、こうした状況のなかで開始 された。
①越前 ・若狭の民家と町並み調査:雪 と念仏の住まい ・集落構成を解き明かす
建築物 とは、物理的材料 ・技術や機能性だけで創 られるのではな く、地域の歴史や風土に根差した精神性
が息づいてこそ、土地のひ とは建築に生かされ、真の安らぎを得るのではなかろうか。かかる建築への捉え
方を 「空間の詩作」 とみた渡部は、民家や集落の美 しい安らぎに関心を持ち、即物的な合理性や利便性を超
えた人間 と住まいの存在論的意味、すなわち建築的空間の原初性へ と考察を深めた。具体的には旧北国街道
の板取宿や旧若狭街道の熊川宿における現地調査か ら、「雪 と念仏の住まい」や 「街道の空間構成」に当地域
の独特な建築形式や生活の環境構成を見出 し、その後の福井県の町並み調査へ進展することになった。
②越前 ・若狭の歴史的環境の保存:建 築と風景の全体性を捉える
イタリアでの魅力的な邸館 と庭園、都市 と風景に関する豊かな見識 と経験を持つ渡部は、「建築とは風景を
生命 とし、また風景は建築を生命 とする」相互の尊重した立場こそが、建築 と風景の一体的な全体性を創 り
出せ ると考えていた。この 「建築の風景化 ・風景の建築化」 とは、単なる相補現象ではなく、西洋古代以来
の 「ゲニウス・ロキ(場所の霊)」概念に基礎づけられたものであろ う。ここか ら西洋の主知的構築性に対 し、
日本は情緒的な詩情性を湛えた全体性であると捉 え、道元や夢窓などの思惟から建築論的に読み深めようと
試みた。かかる渡部の視座は、福井県における 「歴史的環境」の保存へと展開する立脚点 となった。
このように渡部貞清の調査研究が、今 日の福井県での多様な歴史を活か したまちづ くりへ至った原点であ
ったと考えて過言ではない。北陸3県 の重伝建地区は現14件 であり、その一つの熊川宿(1996)が五箇山
(1994)に次ぐ初期の選定であったことは、渡部の基礎的な研究 と活動に拠 る所が大きい(右 頁 ・表1,2)。
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表1　北陸３県の「重要伝統建造物 群保存地区」14件





















白山市 白峰 2012年 山 村 ・養蚕 集落
福井〔2件〕
小浜市 小浜西組 2008年 商家 ・茶屋 町
若狭町 熊川宿 1996年 宿場町
現在、全 国41道府 県 に104件が選定されている。＊選定のないのは
、東京 都 ・山形 県 ・宮城 県 ・神奈川 県 ・静岡 県 ・熊本 県である 。






















































3-2)渡 部 以 後 の 調 査 研 究 の 進 展(1)福 井 の 町 並 み 調 査 ・保 存 再 生 ・建 造 物 目録
福 井大学の渡部研究室 による越前 ・板取(1975)や若 狭 ・熊 川(1982)の調査研究 に続 いて、港 町三国は
千葉大学 ・玉井研究室(1983)が、若狭 の小浜 は京都 工芸繊維 大学 ・日向研究室(1991)が、それ ぞれ 中心
となって現地調査 を実施 し、大 きな成果 としてま とまった。 なお これ以後 の県下 の建造物 ・町並み調 査は、
渡部研 究室 出身の研 究者 た ち(吉 田純一、高嶋猛、国京克 巳、福井宇洋 な ど)に よって着実 に進 め られた。
奥越の大野市(1999)と勝 山市(2007)、そ して鯖 江市(2001)、福井市(2003)、美浜 ・佐柿(2003)など
は、福井工業大学 ・吉 田純一研 究室 と若越建築文化研 究所の国京克 巳 らによって現地調査が行われた9)。
そ して文化庁主導 による全 国の近代化遺産総合調 査 を受けて福井県で は、福井大学 の高 嶋猛研究室 が 中心
となって 『福井県の近代化 遺産』(1999)がま とめ られた。また 同研究室の指導監修 によ り三 国の 旧森 田銀行
の復元工事が着手 され、大正9年 竣工 当時 に再生 され るに至 り、現在のま ちづ く りに活用 されてい る。
また愛知県犬 山市にて昭和40年 に開園 した 「明治村」は、全国の近代建築の緊急保 存のた めに設 立 された
野外建築博物館 で あ り、現在 こ うした施設は全国 に点在す る。福井市で も平成元年開園の 「お さごえ民家園」
は、福井大学の福井宇洋 らの指導 によって県内各地の民家 を移築保存 し、一般市民 に親 しまれてい る。
さ らに県内各地の調査の蓄積 を踏ま えて、吉 田純一 『ふ くいの建築』10)や『福井の歴史的建造物』(目録)
が編集 され、最近年では文化庁主導 による 『福井の近代和風建築』(2012)もま とめ られた。
3-3)渡 部以後の調査研究の進展(2)福 井の歴史的環境 を活か したまちづ くり
渡部貞清以後の福井県内の建造物調査が着実に進展す るとともに、そ うした歴史的建造物資産を活用 した
地域振興 ・まちづくりへ積極的に展開している。福井市中心部の福井城址 と養浩館(御 泉水屋敷)周 辺は、
歴史散策ゾーンとして歴史的環境の整備が進められ、福井城の 「舎人門」(2005)や「御廊下橋」(2008)が
国京克巳によって復元設計され、現在は 「山里口御 門」の発掘調査と復元整備 に向けた事業が進んでいる。
さらに勝山市の限界集落の一つ 「北谷町小原」では、民家 ・集落調査 とともに 「修復再生工事/ECOプロ
ジェク ト」が福井工業大学の吉田純一 ・多米淑人研究室を中心に、8年の長期にわたって取 り組まれている。
また福井大学の野嶋慎二研究室は、都市計画学の立場から 「地域の歴史的資源の継承 と活用によるまちづ
くり」を県内各地で実践的に取 り組んでいる。そして福井工業大学の下川勇研究室では、福井市駅前 ・足羽
川沿いのまちづくりや永平寺門前町の再生プロジェク トなど、地元住民と協働 しなが ら進めている。
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4.歴 史 的 環 境 保 存 の 理 念 と建 築 論 の 課 題
これまでの考察により、戦後 日本の国土復興での 「開発 と保存」の対立から 「歴史的環境」の保存へ動向、
そ して福井県の町並み調査研究が渡部貞清によって始ま り、そ して現在の歴史を活かしたまちづくりへ至る
歩みを概観 してきた。今後も自然環境や歴史的環境の地域資源 を保存活用 したまちづ くりは、福井県や北陸
地域を含めて全国的にますます活発に展開す るものと考えられる。そこで、これに必要不可欠な基礎作業の
一つが 「歴史的環境保存の理念」の構築であって、最後にかかる建築論的思索を試みたい と考える。
では建築論的思索を進 めるにあた り、稲垣栄三の増田友也13回忌法要での追悼講演 「想像力のゆくえ」11)
に着 目して、その稲垣の問いかけに拠って建築論の課題へと深く思索を掘 り下げたい。なお稲垣栄三 とは、
日本古代の神社建築や近代建築思潮を専門とし、また歴史的建造物や町並みの保存に関する理論的な論考を
数多く発表 してお り、京都学派の建築論の増田友也 とも極めて親密な交流があったことで知 られる12)。
4-1)稲 垣栄三の増 田友也追悼講演(1993)での 「問いか け」
この稲垣の追悼講演における問いは3点 に要約されるために、以下は、この3点 に沿って考察を進める。
①過去が現在にもつ意味
現代 日本の建築学生が 「歴史的な建築を、現在 とは関わ りをもたない建築 として」捉えている事態を例に
しなが ら、「建築だけにとどま らず、過去が現在にもつ意味がはなはだ稀薄になった」現代の 日常性を指摘 し
つつ、「過去との連続性」を切 り離す傾 向の濃厚な時代動向に、稲垣は、痛烈な批判の眼差 しを向けている。
歴史への関心が薄れ、確たる歴史認識を持たない現在の 日本の状況において、国家間の外交や国際交流な
どはもちろん、身近な地域のまちづ くりにとって極めて重大な課題 と言わなくてはならない。 日本の建築界
は、 ヨーロッパの歴史的建造物 と景観形成、地域固有のまちづくりを参考に、生活や暮 らしの伝統や歴史を
尊重 した現代アプローチが、これか らいっそ う真摯に問い深められなければならない と考える。
②失われた建築の復原と復原できないもの
日本各地に見 られる考古学の発掘成果を反映 した 「古代の城柵、国分寺の門や回廊、中世の館、城の櫓な
ど」の 「失われた建築の再現」が、「村おこし」「町づくり」 と称 して活発化する傾向が強まっていることを
稲垣は、単純に評価 してはいない。正確な実証的調査や新 しい歴史的事実に基づいて検討 された上で現代に
復原 された建物は、「現代の技術 と実証主義の勝利 といってよい」反面、「説明的であることを免れない」た
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技術の発達と大衆の形成が 「芸術の根幹」を揺がし始めていると警告 したことを引用 し、かつての芸術作品
が有 していた一回生、つまりそのオリジナ リティの価値が失われたこと、そ して さらに大きく変質 した現代
の情報社会の到来に、稲垣は鋭 く着 目す る。かかる情報社会の豊かさとは、オ リジナル とコピーが同価値 と
なって生まれた新たな可能性であるものの、そ うした時勢でのわれわれ人間の感覚が変化 したことは、見落
とせない重大な問題であると論及 した。このような時代の到来を楽観視せず、む しろ 「情報社会の知的頽廃」
と受け取 り、現代人を取 り囲み、埋め尽 くす 「説明的」なものか らは、ほとん ど 「想像力」を働かせる余地
など無い と批判 したのである。
このようにオ リジナルに近い複製が大量供給され、オ リジナ リティの持つ意味が見失われ、さらに時代の
礎 となる過去や歴史 との連続性が断ち切 られている現代において、人間固有の働きであって本来の可能性 と
なる 「想像力」は、衰退せ ざるを得ないのではなかろうか。 これは建築分野においても見過 ごす ことは出来
ず、ま してや 「歴史的環境の保存」 「歴史的建造物の保存再生」「歴史を活かしたまちづ くり」などにとって
は極めて深刻な問題であり、また現代の建築論の一課題でもあるのである。
4-2)京 都 学 派 の 建 築 論 か らの 「問 いか け」
以上の稲垣栄三の視座 を踏ま えて、 さ らに京都学派の建築論か ら若干 の問いか けを試みたい。
森 田慶一 『建築論』14)の「物体性 の問題」において、 「建 築論 において この物 体性 、それ に属す る持続性、
が問題 にな る とすれ ば、それ は人 間が建築 になにが しかの時間それの物体的存続 を要求す る意 味を問 うこと
で ある」 として 、「文化財 としての建 築(同 一性の問題)」 を取 り上 げてい る。 ある建築 の同一性 が承認 され
るのは 「建物の物体性 も芸術性 も効用性 も揃 って元のままで あると認 め られ る場合」 であるが、現実 的には
建築の 同一性 を主張 しうる第一条件 は 「物体性 の存続 」であ る と、森 田は考 えた。 そ して建 築文化財 の修復
や復原の根本理念 は 「同一性 の確保」 にある と した。 なお森 田の視座 は、先 の稲垣 によるオ リジナ リテ ィの
喪失や国際的な文化財理念でのオーセ ンテ ィシテ ィAuthenticityなどを含 めて今後考察す る必要が ある。
また増 田友也 は、戦後 日本 の開発 と保存 の対立 とい う社会問題 に対 し、一建築家 ・研究者 の 自覚 に基づ く
倫理観 か ら積 極的 に向き合 い、現実 の建設 と破壊 にお ける内在的 な両義性 を実践的 に克服す るため、それ を
包括す る 「全体性」 を自 らの課題 とした。そ して論考 「Ethnosの風景 と素描 」15)では、アテネ憲章 による
近代都市の機 能性やその生活環境 を批判 した上で、存在論 的かつ 象徴 的意 味連 関 としてのethno-ecologica1
な環境概 念 を新 たに提示 し、そ の計画 実行 のための建設 と破壊 の両義性 を超 える全体性へ の志 向 と、建築家
の道義性moralityが必要 である と主張 した。かか る増 田の視座 を深 め、さ らに展開す るには、その 同時期 に
計画構想 された二つのプ ロジェク ト16)を詳 しく検証 しなければな らないであ ろ う
5.お わ りに 一歴史的環境保存の理念と京都学派の建築論一
現在の福井県各地における歴史的環境の保存とまちづくりの多様な実践 とは、昭和44年に福井大学に着任
した渡部貞清 とその研究室の調査研究をおおよそ出発点としてお り、かかる渡部研究室出身の研究者 らによ
って今 日までに至った と考えてよいであろ う。 さらに今後の歴史的環境保存の理念をいっそ う深めるため、
稲垣栄三の視座や京都学派の建築論(森 田慶一、増田友也)が 有効であることを確認 したのである。
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福井県の歴史的環境の保存と建築論の課題 一 渡部貞清の町並み調査 と稲垣栄三の増田友也追悼講演から考える一
註
1)拙稿(1998)「能登半島の風土と植生 一風景論への一つのアプローチー」本誌 第5号
拙稿(2001)「等伯画 「松林図」にみる能登の風景 一日本海沿岸の原風景を求めて一」本誌 第8号
拙稿(2010)「越前の民家にみる 「仏間」の空間構成について 一住まいの聖なる場所と象徴的意味に関する一考察一」本誌 第17号
2)拙稿(2000)「建築と風景の詩情 一福井大学名誉教授 渡部貞清博士の建築論について一」本誌 第7号
3)拙稿(2012)「空間の現象 ・Ethnosの風景 ・建築以前の有一時 一増田友也の思索の道:空間論から風景論、存在論ヘー」本誌 第19号
4)東京大学 ・丹下健三研究室による 「東京計画1960」:雑誌 「新建築」1961年3月号
5)京都大学 ・西山卯三研究室による 「京都計画1964」:雑誌 「新建築」1964年4月号










10)吉田純一は、著作 『福井の城　 福井 ・丸岡 ・大野 ・小浜 ・鯖江城 』フェニックス出版1994年や県内の調査研究成果から、福井
の建築史を『ふくいの建築』(2001)において刊行 した。福井とその周辺地域の歴史的建造物を知る上では、最重要な基本文献である。
11)稲垣栄三 「想像力のゆくえ」建築文化1994年9月号(『稲垣栄三著作集7歴 史的環境保存論』中央公論美術出版2009年所収)
この稲垣講演は、増田友也 「建築的思惟について 存在論的建築論のために」とともに 『人間 ・建築 ・環境六書⑥歴史 と未来』彰国
社1975年に掲載された論文 「ミューズの幽閉 ひとつの保存論」を前提としている。なおこの論文は、上記の著作集7に 現在所収。




13)『ベンヤミン著作集2複 製技術時代の芸術作品』(佐々木基一訳 ・解説)晶 文社1970年
14)森田慶一(1978)『建築論』東海大学出版会
15)増田友也 「Ethnosの風景と素描」SD1971年4月号
16)京都大学建築学教室の増田ア トリエでは、建築設計の実務のほか、以下の2つ の研究計画プロジェク トを創 り上げていたのである。
「歴史的環境の保存と開発(京都 ・双ヶ岡計画案)」近代建築1966年5月号
「農漁村一琵琶湖周辺の設計一住まうこと を求めて」『国民生活と国土の未来像』鹿島出版会1972年
付 記:本 稿は、本誌前号の 「空間の現象 ・Ethnosの風景 ・建築以前の有一時 一増田友也の思索の道:空間論から風景論、存在論へ一」とと
もに、科学研究費 ・基盤研究(C)(平成23～25年度)「森 田慶一と増田友也を中心とした京都学派の建築論に関する基礎的研究」
(代表:市川秀和 ・福井工業大学教授)の 成果の一部である。
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